
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

著者
ちょしゃ

：木原
き は ら

 育子
い く こ

  絵
え

：沢野
さ わ の

 ひとし 

 

※これらの本
ほん

は、荒
あら

川
かわ

区
く

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

事務局
じ む き ょ く

 教育
きょういく

センターの協
きょう

力
りょく

により選
せん

定
てい

しました。 

 

ダニーさんのちゃぶだい  

 

ひとのなみだ 

 

川
かわ

滝
たき

少年
しょうねん

のスケッチブック 
 

一郎
いちろう

君
くん

の写真
しゃしん

 日章旗
にっしょうき

の持
も

ち主
ぬし

をさがして 

 

 

著者
ちょしゃ

：中島
なかじま

 晶子
あ き こ

 絵
え

：ささめや ゆき 
言葉
こ と ば

：原爆
げんばく

を体験
たいけん

したこどもたち イラスト：いわさき ちひろ 

著者
ちょしゃ

：内田
う ち だ

 麟
りん

太郎
た ろ う

  絵
え

：nakaban 著者
ちょしゃ

：小手鞠
こ で ま り

 るい 絵
え

：川
かわ

瀧
たき

 喜
よし

正
まさ

 

企画
きかく

：ダニー・ネフセタイ 作
さく

：なるかわ しんご 

夏休
なつやす

み、ひいおばあちゃんの家
いえ

で古
ふる

いノートを見つけたみなみちゃん。 

それは、ひいおばあちゃんの 妹
いもうと

、

まさこちゃんの日記
に っ き

でした。 

日々の小さな喜
よろこ

びや我慢
が ま ん

が書
か

かれ

ている日記
に っ き

に、親近感
しんきんかん

を抱
いだ

くみなみ

ちゃん。 

しかし、8月
がつ

5日
か

の日記
に っ き

の先
さき

はすべ

て白紙
は く し

でした。 

翌
よく

朝
あさ

、学校
がっこう

へ行
い

ったきり戻
もど

らなかっ

たまさこちゃん。 

ひいおばあちゃんは、原爆
げんばく

が残
のこ

した深
ふか

い悲
かな

しみを、みなみ

ちゃんにやさしく語
かた

り聞
き

かせるのでした。 

                 [出版社：小峰書店] 

イスラエル出身
しゅっしん

のダニーさん。 

夢
ゆめ

は戦闘機
せんとうき

のパイロットになる

ことでした。 

周
まわ

りの国
くに

の敵
てき

を倒
たお

さなければい

けないと教
おし

えられてきました。 

しかし兵隊
へいたい

をやめて日本
にほん

に来
き

た

ダニーさんは、今
いま

まで敵
てき

と思
おも

って

いた人
ひと

達
たち

と友
とも

達
だち

になります。 

敵
てき

なんてどこにもいない、みんな 

同
おな

じ人間
にんげん

なんだと気付
き づ

いたダニーさんは、今
いま

、日本
に ほ ん

で家具
か ぐ

職人
しょくにん

として、丸
まる

いちゃぶだいを作
つく

っています。 

ダニーさんのちゃぶだいへの思い
おも

を感
かん

じてください。 

          [出版社：イマジネイション・プラス] 

 

今朝
け さ

の8時
じ

15分
ふん

、あなたは何
なに

をして

いましたか？ 

1945年
ねん

8月
がつ

6日
か

の同
おな

じ時間
じ か ん

、広島
ひろしま

の

子
こ

どもたちの日常
にちじょう

は、原爆
げんばく

によって

一瞬
いっしゅん

で奪
うば

われてしまいました。 

絵本
え ほ ん

作家
さ っ か

のいわさきちひろさんは、

「もし自分
じ ぶ ん

がその場所
ば し ょ

にいたら」と

子
こ

どもたちに寄り添
よ  そ

い、「世界中
せかいじゅう

の

子
こ

どもたちが、幸
しあわ

せに暮
く

らせますよ 

うに」と願
ねが

いを込
こ

めてこの本
ほん

を描
か

きました。 

「当
あ

たり前
まえ

の朝
あさ

」を思
おも

い浮
う

かべながら、この願
ねが

いを一緒
いっしょ

に考
かんが

えてみませんか。            [出版社：童心社] 

 

新聞
しんぶん

記者
き し ゃ

のもとに「寄せ書
よ  が

きされた

日章旗
にっしょうき

の持ち主
も   ぬ し

を探
さが

してほしい」との

依頼
い ら い

が届きます。 

「一郎
いちろう

君
くん

へ」と書
か

かれた旗
はた

には59人
にん

の名
な

がありました。 

わずかな情報
じょうほう

を頼
たよ

りに、記者
き し ゃ

は一郎
いちろう

君
くん

の素顔
す が お

や、送
おく

り出
だ

した人々
ひとびと

の思
おも

いに

触
ふ

れていきます。 

 80年前
ねんまえ

を懸命
けんめい

に生
い

きた若者
わかもの

の姿
すがた

と、日章旗
にっしょうき

が今
いま

に伝え
つた

る

戦争
せんそう

の真実
しんじつ

を通
とお

し、平和
へ い わ

の尊
とうと

さを私
わたし

たちに語
かた

りかけるお

話
はなし

です。                       [出版社：福音館書店] 

 

戦場
せんじょう

にいくのはロボットで、自分
じ ぶ ん

たちは安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

にいる。 

ニュースから流
なが

れるのは、まるでゲ

ームのような勝利
しょうり

の数字
す う じ

だけ。 

もし私
わたし

たちが、他人
た に ん

の痛
いた

みに何
なに

も

感
かん

じなくなってしまったら、ロボッ

トと何
なに

が違
ちが

うのでしょうか。 

現実
げんじつ

から目
め

をそむけない大切さを

描
か

く絵本
え ほ ん

大賞
たいしょう

受賞
じゅしょう

作品
さくひん

。 

 ロボットには流
なが

せない、ひとのなみだの意味
い み

を深く
ふか

考
かんが

え

させられます。 

私
わたし

たちは人
ひと

だから泣
な

く、ロボットではない。 

                  [出版社：童心社] 

                                 

著者
ちょしゃ

のもとに届
とど

いた 2冊
さつ

のスケ

ッチブック。 

そこには、父
ちち

「川
かわ

滝
たき

少年
しょうねん

」が過
す

ご

した戦時中
せんじちゅう

の日常
にちじょう

が描
か

かれてい

ました。 

大変
たいへん

な時代
じ だ い

を生き抜
い  ぬ

いた記憶
き お く

が、

ユーモアのあるタッチで描
えが

かれ、

ページをめくるたびに当時
と う じ

の暮
く

らしが伝
つた

わってきます。 

歴史的
れきしてき

にも非常
ひじょう

に貴重
きちょう

なこの記録
き ろ く

。 

平和
へ い わ

はあっという間
ま

に壊
こわ

れてしまうからこそ、父の

体験
たいけん

を未来
みらい

へ語り継
かた   つ

いでいきたいという、著者
ちょしゃ

の

切なる
せつ

願
ねが

いが込
こ

められた一冊
いっさつ

です。 

                 [出版社：講談社] 

ひろしま絵
え

日記
に っ き

 
1945年

ねん

8月
がつ

6日
か

  

あさ 8時
じ

15分
ふん

、わたしは 


